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第２章 企業ヒアリング調査について 

 

第１節  企業ヒアリング調査 

 １－１ 企業ヒアリング調査の概要 

作成した訓練課題が実際の仕事に関連しているか、また採用に必要な技能・知識等の習

得になり得るかを確認する目的で、主に実技訓練課題について企業に対してヒアリング調

査を行った。 

ヒアリング項目については、表２－１「企業ヒアリング内容」のとおりである。 

表２－１ 企業ヒアリング内容 

１．御社について 

（１）訓練修了生が御社に就職する場合、習得しておいてほしい技術や要素はどのようなものですか。ま

た、そのレベルはどのくらいですか。（例：ＣＡＤ製図（簡単な図面が描ける程度） 

（２）訓練修了生が御社に就職する場合、訓練修了生の評価としてどのような内容を把握したいですか。

また、採用の決め手はどのようなことですか。（例：ＣＡＤ製図においてどのようなソフトでどのくらいの内

容まで描けるか。また、そのレベル。） 

２．提示した「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」について 

（１）「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」は採用の判断の参考になりますか？（はい・いいえ） 

（２）この課題からどのような技能・技術を習得しているか判断できますか？ 

（３）この課題でどのくらいできていたら採用しますか？ 

（４）採用の判断とするために、他に必要な項目はありますか？ 

（５）「訓練課題確認シート」はわかりやすいですか？ 

（６）（１）で「いいえ」と答えた方の理由は何ですか？ 

（７）その他気付いた点などありますか？ 

３．その他 

 

 １－２ 企業ヒアリング調査の結果 

訓練課題に関する企業ヒアリング調査は、該当訓練科ごとに平成 19 年度は、「テクニカ

ルオペレーション科」が 2社、「電気設備科」が 4社、「マネジメント情報システム科」が

１社、平成 20 年度は、「金属加工科」が４社、「住宅サービス科」が１社、「ビル管理科」

が 5社、平成 21年度に作成した訓練課題については、「組込み分野」が 1社、「機械保全分

野」が 1社の合計 19社に対して行った。 

具体的なヒアリング内容の結果については「巻末資料３ 企業ヒアリング調査結果」に

掲載している。 

主な設問に対する回答の概要は以下のとおりである。 
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    ａ 「訓練課題」及び「訓練課題確認シート」は採用の判断の参考になりますか？ 

「はい」と回答した企業が 19社中 12社で全体の 63％を占め、「どちらともいえな

い」と回答した企業が 5社「訓練課題がはい、訓練課題確認シートがいいえ」と回答

した企業が１社で合わせて 32％で、「いいえ」と回答した企業が 1社で 5％となった。 

「いいえ」と回答した企業は、「これだけでは判断が難しい」ということであった。

（図２－１ 「訓練課題及び訓練課題確認シートが採用の判断の参考になるか」参照） 

 

 

 

    ｂ この課題からどのような技能・技術を習得しているか判断できますか？ 

各訓練課題において、「機械図面がどの程度描けるか」、「機械製図の基礎知識、ＣＡ

Ｄの操作技術」、「電気工事業作業、電気回路の知識・技術」、「組み手の知識」等の訓練

課題が目標としている内容について判断できると認識されている。 

また、「適性を判断するのに参考になる」、「基礎的な能力の習得度がわかる」、「資格

取得の能力の目安となる」と回答した企業もあった。 

 

    ｃ この課題でどのくらいできていたら採用しますか？ 

訓練課題の６～８割できていればよいという企業が５社ほどあったが、やはりこの訓

練課題だけでは、即採用の判断とはならないとする企業もあった。 

また、問題が難しいとする企業もあり、今後も、実際の仕事や採用側の要望等の情報

を収集しながら訓練課題の検討をする必要がある。 

 

     

図２－１ 訓練課題及び訓練課題確認シートが

採用の判断の参考になるか 
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    ｄ 採用の判断とするために、他に必要な項目はありますか？ 

企業によってＪＩＳの知識や組み立て・溶接、超音波の非破壊など具体的な内容を提

案するところもあれば、基礎的な知識、仕上がりの美しさや正確さなどの内容を追加す

ることや法令について要求する企業もあった。 

また、健康面、人間性、協調性、向上心などヒューマンスキルについて重視する企業

があった。 

 

    ｅ 「訓練課題確認シート」はわかりやすいですか？ 

「訓練課題確認シート」については「わかりやすい」、「おおむねよい」、「特に問題な

い」等と回答した企業が、19社中 12社あった。「文字が小さい」という意見もあった。 

また、「訓練課題確認シート」について「いいえ」と回答した理由は、「描いた図面を

見ればレベルがわかるため不要である」との判断であった。 

 

 

 

以上、サンプル数は少ないが、ヒアリング調査から今回作成された「訓練課題」及び

「訓練課題確認シート」は、即採用の資料にはならないが、基本的な技能等がどのくら

い身に付いているかを判断し、採用の参考にすることが可能であるという結果となった。 
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第２節  訓練課題作成においての企業ヒアリング事例 

 ２－１ 平成 21年度新規訓練課題の検討  

平成 21年度は、機械系（機械保全分野）と電子・電気系（組込み分野）のそれぞれ実技・

学科の１つの 4 課題を作成した（「巻末資料５ 平成 21年度新規作成訓練課題」）。ここで

は、機械系（機械保全分野）の訓練課題の取組みについて述べる。 

機械系（機械保全分野）は、実技課題「機械系保全」と学科課題「機械系保全（締結機

械要素、軸機械要素、伝動装置）」の 2課題になる。 

実技課題を作成する際に、「実習装置に依存する課題をさけること」、「製造業では、組立

て・保全系で最低限必要とされるボルトによる締結作業を確認課題とすること」、「V ベル

ト・軸受の交換作業を確認課題とすること」を考慮し、機構が実施している離職者訓練（シ

ステム・ユニット訓練）の設備保全サービス科のカリキュラム、テキストを基に訓練課題

作成することとした。 

学科問題については、「機械保全に関する基礎知識」について作成することとした。 

 

 ２－２ 新規訓練課題の企業ヒアリング調査について 

実技・学科の 2つの訓練課題について、関東近郊の 2つの企業にヒアリングを実施した。

限られた時間の中でご協力をいただいたため、事前に訓練課題をメールで送り、「この訓練

課題の結果が、就職活動での採用の基準・参考になるか？」と「訓練課題について、ご意

見はないか？」の 2点に絞ってヒアリングを実施した。2社とも、「訓練課題の問題に、さ

らに内容の追加が行われれば就職活動での訓練習得の参考にできる。」という意見をいただ

いた。図２－３～図２－１７に、訓練課題の指摘事項を 2 社分まとめ、ヒアリングを反映

し修正したものを提示している。企業ヒアリングでの指摘事項は、橙色の四角枠内に書い

てある内容である。ヒアリングでの指摘事項での修正を赤枠で示している。 

なお、企業ヒアリング結果の訓練課題への反映は、訓練課題の作成の基となった機構が

実施している離職者訓練（システム・ユニット訓練）の設備保全サービス科のカリキュラ

ム、テキストとの範囲内で行なっているが、カリキュラム自体の見直しが必要なものは次

年度以降に検討する必要がある。 
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図２－２ 実技訓練課題（指摘事項１） 

 

図２－３ 実技訓練課題（指摘事項１修正対応） 
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図２－４ 実技訓練課題（指摘事項２） 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「課題 1 ねじ締結」 

・支給材料について 

指摘：焼入れ可能な材料を使用するのがよい。 

見直し：実施施設により選択可能とした。 

・製作課題写真について 

指摘：六角穴付きボルトは、埋め込みの状態で使用するので、修正する。 

見直し：時間内に座ぐりまでは厳しく専用工具を必要とするため今回は見送り 
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指摘：マークが太く、灰色と見てとれる。 

見直し：細くし、白であることを明確にした。 

・参考適正締付けトルク表 

指摘：適正締付けトルクの単位を N・ｍの表記にする 

見直し：N・ｍにした。 

 

図２－５ 実技訓練課題（指摘事項２修正対応） 
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図２－６ 実技訓練課題（指摘事項３） 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「課題２ 転がり軸受のはめあい」 

指摘：はめあい条件を記入する。 

見直し：表面性状と組み付け作業方法を追記。 
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図２－７ 実技訓練課題（指摘事項３修正対応） 
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図２－８ 実技訓練課題（指摘事項４） 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「課題３ Vベルトの張り調整」 

指摘：「新しいベルト」の表現が誤解をまねく。 

見直し：「新しいベルト」→「標準 Vベルトの新品」と修正した。 

その他 

指摘：伝動装置においてチェーンの問題もあったほうがよい。 

見直し：作業時間の制限があり、今回は見送った。 
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図２－９ 実技訓練課題（指摘事項４修正対応） 
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図２－１０ 学科訓練課題（指摘事項５） 

締結機械要素(ボルト) 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「問１」 

指摘：会社によって名称が異なるので｢一般的な名称など｣と記入すべき 

見直し：追記した 

指摘：名称だけでなく利点と使い方をこたえさせるのがよい。 

見直し：名称以外に各ボルトの特徴を選択させる問題を追加した。 
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図２－１１ 学科訓練課題（指摘事項５修正対応） 

次ページ 
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図２－１２ 学科訓練課題（指摘事項６） 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「問７」 

指摘：「ひっかかり率を除く」 と入れていないと、この計算式は使用できない 

見直し：引っかかり率を考慮しない旨明記 
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図２－１３ 学科訓練課題（指摘事項６修正対応） 
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図２－１４ 学科訓練課題（指摘事項７） 

軸機械要素(ベアリング)  

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「問１２」 

指 摘：名称だけでなく、荷重方向を答えさせるのも入れた方がよい。 

見直し：ラジアル荷重、アキシャル荷重、合成荷重方向の負荷能力を記入させる問題

に変更した。 
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図２－１５ 学科訓練課題（指摘事項７修正対応） 
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図２－１６ 学科訓練課題（指摘事項８） 

伝動要素(歯車) 

企業ヒアリングの意見及び見直しの結果「問２６」 

指摘：名称だけでなく利点と使い方をこたえさせるのがよい。 

見直し：名称以外に各歯車の特徴を選択させる問題を追加した。 
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図２－１７ 学科訓練課題（指摘事項８修正対応） 
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